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１．本資料の目的

1999（平成11）年版学習指導要領において，高等学校（以下，「高校」）の選択必修科目として設

置された「国語表現Ⅰ」の教科書単元を分類し一覧化することが，本資料の目的である。

「国語表現Ⅰ」が選択必修科目として高校国語科に設置されたのは，1999（平成11）年版学習指

導要領期である。それ以前の1978（昭和53）年版及び1989（平成元）年版の学習指導要領では，選

択科目として「国語表現」が設置されていた。以降，「国語表現」は選択科目として設置され続け

ている。しかし，選択とは言え必修科目として，「国語表現Ⅰ」という科目が置かれていたのはこ

の1999（平成11）年版のみである。

選択科目「国語表現」については，1978（昭和53）年版学習指導要領期の教科書について，幸田

（2011）が検討している。「１）主に既存の教材文をジャンルごとに配置した編集のもの，２）主

に文章表現の方法や文種ごとの特徴を概説したもの，３）１）と２）の折衷によるもの」と当時の

教科書を区分する枠組みを示し，それぞれに該当する教科書を挙げている。

しかし，必修科目として置かれた「国語表現Ⅰ」についての検討は，管見の限り，論文や資料

は見当たらない。本資料では，選択必修として1999（平成11）年当時新設された「国語表現Ⅰ」に

ついて，①教科書を区分する枠組みを帰納的に提示し，②教科書の様相を明らかにするために各

単元の活動内容を一覧化することとする。

「読むこと」の学習に偏重する傾向が長年高校の国語科における課題であったが，その高校国語

科で，表現することを重視した「国語表現Ⅰ」が必修科目として置かれた事実は着目に値する。

2018（平成30）年に告示された高校の新学習指導要領では，「現代の国語」が新設された。この科

目では，高校生が自ら学び表現することが求められている。その点で，新科目「現代の国語」と

1999（平成11）年版の「国語表現Ⅰ」は共通している部分がある。「国語表現Ⅰ」の教科書の単元

を一覧化することで，新科目の教科書のあり方を考える際の材料となる。

２．「国語表現蠢」教科書の発行状態

「国語表現Ⅰ」と同時期に置かれたもう一方の選択必修科目「国語総合」の教科書が全53冊発

行されていたのに比して，「国語表現Ⅰ」は，本科目が設置されていた全ての年を通してわずか11

点のみである。以下，発行年毎にその発行状態を示した。なお，「´」を付している教科書は，

2002年・2003年の初版から改訂があった教科書である。

─ 89─

人文科教育研究　45 2018年　pp. 89_104



改訂のあった②三省堂，③教育出版，⑤第一学習社，⑥京都書房の４社については，改訂前後

で内容，構成ともにほとんど変化は無く，単元の順序の入れ替えや単元の名称の変化が若干ある

のみである。そのため，本資料では，改定前の単元を資料として示す。

３．教科書分析の枠組み

本資料では，1999（平成11）年版の「国語表現Ⅰ」の実際の教科書を次の枠組みで資料化するこ

ととする。なお，この枠組みは，実際の教科書を検討した後に，帰納的に考案したものである。

Ａ．具体的な学習活動に即した展開の単元が主である教科書

Ａ－ａ．段階的なスキルの習得を目的とした単元構成

Ａ－ｂ．場の設定がある大単元構成

Ｂ．教材文を「読むこと」が中心でそれに課題が付随した単元が主である教科書

Ｂ－ａ．文章表現の方法についての概説が主である単元構成

Ｂ－ｂ．既存の教材文が主である単元構成

なお，上記のＡとＢでは大きく編集方針が異なる。Ａに分類される教科書では，具体的な学習

活動が単元自体の要となっており，その具体的活動についての方法や手順，ポイントが教科書本

文そのものとなっている。他方，Ｂに分類される教科書の本文は，表現の方法や文種についての

書き下ろしの概説であったり作家の書いた作品であったりし，学習活動はその本文に付随するも

のとして示されている。そのため，両者の単元を同項目で資料化することは困難である。従って，

あくまで教科書の単元の特徴が概観できるよう，ＡとＢそれぞれで次のような項目を設置し資料

化することとした。

Ａ…（1）目次における単元名

（2）「課題」のような印はないものの，「～してみよう」といった形で本文中に示された

具体的な活動内容の抜き出し。

（3）（2）とは別で示された「課題」や「発展」として示された内容の抜き出し。

Ｂ…（1）目次における単元名

（2）教材本文として示された教材名と筆者名（※書き下ろし教材の場合は「書き下ろし」

と示す。）

（3）（2）に付随する「課題」として示された内容の抜き出し。
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表１ 「国語表現Ⅰ」教科書の発行状況



なお，凡例として，次の項目が挙げられる。

①コラムや小見出しのトピックのような形で示された情報は，本資料から除外し，あくまで

ひとまとまりの学習を想定して示された単元のみを資料化することとした。

②導入や例として示された教材については省略した。

この分析枠組みに基づくと，上記の①～⑦の教科書は，次のように分類することができる。
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表２ 「国語表現Ⅰ」教科書の分類



４．分析枠組みに基づいた教科書単元の一覧
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